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２．大学の将来構想 

 学長のリーダーシップ・権限を最大限に活用し、人

的（ポスト）、財政的（経費）、物的（施設）資源の

大学一括管理に基づく重点配分を通して、競争原理に

基づく「教員の選別」と「学生の選別」を行うことを

将来構想及び拠点形成のための基本構想とした。図１

にナノビジョンサイエンスに関する学術イノベーショ

ンの流れと申請時に掲げた大学組織計画を示す。 

1)大学院博士課程改革： 

 電子科学研究科と理工学研究科を再編し新しい大学

院を設置する。この大学院では、指導能力があり、国

際的研究業績のある教員のみを研究部所属とし、大学

院学生は教育部所属とする複専攻型とする。また、ナ

ノビジョンサイエンスの研究分野を特に推進するため、

研究部にナノビジョンサイエンス部門を置く。さらに、

ナノビジョンサイエンス部門に全学流用ポストを複数

投入する。 

2）電子工学研究所の改革： 

 研究所において、ナノビジョンサイエンスの研究を

推進し、画像科学の世界拠点へと成長させるため、「ナ

ノビジョン研究推進センター」を新設し、ナノビジョ

ン関係の教員を結集させる。 

 研究所内にＣＯＥ関連事務を行うＣＯＥ事務室を設

ける。ＣＯＥ事務室にはＣＯＥの教育・研究・産学連

携をマネージするマネジメント教授を用意する。 

3)経済的支援： 

 博士課程学生からなるＣＯＥ奨励研究員、ポスドク

からなるＣＯＥ特別研究員、修士課程学生からなるプ

レＣＯＥ特別コースを設け、経済的支援を与える。そ

のため、学長裁量経費を用意する。 

4）設備・スペースの支援： 

 浜松キャンパス総合棟にＣＯＥ研究室を用意する。 

 電子工学研究所棟および電子科学研究科棟を整備し、

各種ナノ半導体デバイス製造装置やナノ構造観測装置

を集中配置する。 

5)産学連携の強化： 

 ＣＯＥへの援助などを目的として全学同窓会組織を

結成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．達成状況及び今後の展望 

1)大学院改革： 

 博士課程の2研究科（電子科学研究科、理工学研究

科）を統合して5専攻で構成する創造科学技術大学院

(独立専攻)に改組した（平成18年度）。21世紀ＣＯＥ

の教育拠点としたナノビジョン工学専攻は、電子科学

研究科（平成 17 年度）に設置し、創造科学技術大学

院（平成 18 年度）に引き継いだ。また、専門分野だ

けでなく幅広い知識が習得できる教育プログラムを

整備した。その結果、5 年間で 67 名の入学者（うち、

留学生32名）があった。 

 ナノビジョン工学専攻に、学長裁量教授ポストで、

2名の教授を採用した。 

 欧州協定校と本学の間で、平成 17 年度に我が国の

博士課程ではじめてダブルディグリー(DDP)制度を導

入し、優秀な外国人博士課程留学生を集める環境を構

築し、平成20年度に1名が修了した。 

2）電子工学研究所の改組： 

 「光・電子科学部門」と「画像電子システム部門」

図１ 申請時に掲げた21世紀ＣＯＥのイメージ
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を改組し、「ナノビジョン研究推進センター」、「ナノデ

バイス材料部門」、「新領域創生部門」とし、ＣＯＥ研

究を強力に推進するため、ナノビジョン研究推進セン

ターにナノビジョン関係の教員を結集させた。 

 研究所にＣＯＥ事務室を設置し、学長裁量ポストで

マネジメント教授を配置してＣＯＥ拠点を支援した。 

3）経済的支援： 

 プレＣＯＥ特別コースの経済的支援のため、学長裁

量により総額 1.5 億円財政支援を行った。(５年間で

２６名) 

4）設備・スペースの支援： 

 浜松キャンパス総合棟にＣＯＥ研究室を４スパン

（96 m2）用意するとともに、ナノ半導体デバイス製造

装置やナノ構造観測装置を集中配置したナノデバイ

ス評価作製センターを設置した。 

5）産学連携の強化： 

 ＣＯＥ事業推進担当者が、地域のフォトンバレー構

想に沿った次世代産業創出を目的とした浜松地域オ

プトロニクス知的クラスター創成事業や大学発ベン

チャーの中心的な役割を担った。また、大学発ベンチ

ャー1 社の起業をサポートし、ナノビジョン工学専攻

修了生がそこで活躍している。 

 ＣＯＥ事業と産の関係を強化するため、約 50 社の

会員とナノビジョン研究会を年2回開催した。 

 全学同窓会組織を結成した。 

 テレビジョンの発明 80 周年を記念して、未来技術

創造拠点形成事業とした募金事業を実施し、総額 4.2

億円の募金を集め、拠点形成活動および高柳記念館の

改修を支援した。 

6）国際シンポジウムの支援： 

 静岡大学と中東欧大学が組織する Inter-Academia

に対して全学的サポート（財政的、人的支援）を行い、

国際会議を通じて若手研究者のプレゼンテーション能

力とともに研究企画力及び構想力を涵養できる場を提

供した（5年間で約50名の博士課程学生が参加した）。

また、韓国のＣＯＥプログラムであるBK21グループと

持ちまわりで毎年開催している日－韓スチューデント

ワークショップ、また毎年開催しているナノビジョン

サイエンス国際シンポジウムをサポートした。 

 

 このように、申請時に掲げた大学の将来構想及び拠

点形成のための支援方策等を強力に推進した結果、画

像科学における拠点形成の基礎が確立した。今後は、

図２に示すように、21世紀ＣＯＥプログラム「ナノビ

ジョンサイエンスの拠点創成」で得られた基盤をもと

に、新たな学問分野を創成する国際的に卓越した教育

研究拠点を形成するため、人的資源の一層の充実を図

る。本学における重点研究分野は「ナノビジョンサイ

エンスを核とした光・電子、および情報、生命・環境

分野」とするとともに、「教育研究の基盤は人材にあ

る」をコンセプトに、学長のリーダーシップにより科

学技術振興調整費の「若手研究者の自立的研究環境整

備促進」により、テニュアトラック制度を導入した。

平成20年度に光・電子分野6名の若手研究者を採用し、

研究スペースを確保することによって拠点の強化に着

手している。また、平成21年度より電子工学研究所に

特別教育研究経費により「異分野技術の融合による革

新的画像工学創成事業」をスタートさせるなど、画像

科学研究の更なる充実を図っている。電子工学研究所

は、全国共同利用・共同研究拠点（申請中）とし、新

学術分野「極限画像科学（時間、空間、波長限界を超

える画像科学）」を切り開き、この分野の世界拠点と

する。また、さらに、ナノビジョン工学専攻を国際特

区とし、事務部門を含め、バイリンガル化を図るとと

もに、ナノビジョン工学専攻で確立する新しい学術領

域（極限画像科学）を基盤として創造科学技術大学院

の関連する専攻を含む再編を行う。これら重点分野で

グローバルに活躍できる若手研究リーダーの育成、女

性研究者の育成、地域人材の育成を強力に推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 今後の大学の将来構想 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１６年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 静岡大学 学長名 興 直孝 拠点番号 Ｋ１６ 

１．申請分野 Ｋ〈革新的な学術分野〉 

２．拠点のプログラム名称 

  （英訳名） 

 ナノビジョンサイエンスの拠点創成 

 (Research and Education Center of Nanovision Science) 

  研究分野及びキーワード <研究分野：光・電子工学> ( 光ﾃﾞﾊﾞｲｽ ) ( 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ ) ( ﾅﾉ構造形成・制御 ) (表示) (撮像)

３．専攻等名 
創造科学技術大学院 自然科学系教育部 ナノビジョン工学専攻（電子科学研究科 平成18
年4月1日），光・ナノ物質機能専攻，電子工学研究所 

４．事業推進担当者           計 ２２ 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名
現在の専門

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー) 

三村
MIMURA

秀
 HIDE

典
NORI

 

 
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教綬 

 
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ工学・ 
工学博士 

 
拠点リーダー・研究統括 
ナノピクセルディスプレイ （光の放射班） 

永津
NAGATSU

雅章
 MASAAKI

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

材料工学・ 
工学博士 ナノ電子源（光の放射班） 

冨田
T O M I T A

 誠
MAKOTO

  
創造科学技術研究部・ 
ベーシック部門・教授 

光物性・ 
理学博士 ナノ微粒子蛍光体（光の放射班） 

川 人
KAWAHITO 

祥二
S H O J I

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

撮像ﾃﾞﾊﾞｲｽ・ 
工学博士 撮像デバイス （光の検出班） 

田部
 T A B E  

道
MICHI

晴
HARU

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

量子ﾃﾞﾊﾞｲｽ・ 
工学博士 １光子１電子操作 （光の検出班） 

天明
TEMMYO 

二郎
 J I R O  

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

量子ﾃﾞﾊﾞｲｽ・ 
工学博士 ナノフォトニクス （光の放射班） 

大坪
OHTSUBO

順次
 JYUNJI

 (H18/3/31 辞退) 
電子科学研究科 
ナノビジョン工学専攻・教授 

光情報処理 
工学博士 ナノ工学系 （光の放射班） 

藤 本
FUJIMOTO 

正 之
 MASAYUKI

 (H20/4/30 辞退) 
創造科学技術研究部・ 
オプトロニクスサイエンス部門・教授

誘電体光学 
工学博士 誘導体ナノフォトニクス（光の検出班） 

高 橋
TAKAHASHI 

直行
 NAOYUKI

 (H18/3/31 辞退) 
理工学研究科 
物質科学専攻・助教授 

誘電体材料 
工学博士 誘導体ナノフォトニクス（光の検出班） 

川田
KAWATA 

善
YOSHI

正
MASA

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

ﾅﾉﾌｫﾄﾆｸｽ・ 
工学博士 誘導体ナノフォトニクス（光の検出班） 

石田
ISHIDA 

明広
 AKIHIRO

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

光材料・ 
工学博士 ナノ微粒子蛍光体（光の放射班） 

下 平
SHIMODAIRA 

美文
YOSHIFUMI

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

ｶﾗｰｻｲｴﾝｽ・ 
工学博士 忠実色再現（光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

青木
A O K I  

 徹
TORU

  
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・准教授

撮像ﾃﾞﾊﾞｲｽ・ 
博士（工） 高ｴﾈﾙｷﾞｰ識別撮像（光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

中 本
NAKAMOTO 

正幸
MASAYUKI

 (H17/9/30 辞退) 
電子科学研究科 
ナノビジョン工学専攻・教授 

ﾅﾉﾏｼﾆﾝｸﾞ 
博士（工） ナノ光学系 

坂 口
SAKAGUCHI 

浩司
 K O J I  

 (H19/3/31 辞退) 
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・助教授

分子フォトニクス 
博士（工） 分子フォトニクス（光の検出班） 

斉藤
 SAITO 

文彦
FUMIHIKO

 
(H17/10/1 追加) 
(H18/3/31 辞退) 

電子科学研究科 
ナノビジョン工学専攻・教授 

情報科学 
博士（情報科学） 画像情報処理 （光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

廣 本
HIROMOTO 

宣久
NORIHISA

 (H17/10/1 追加) 
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

撮像デバイス・ 
理学博士 テラヘルツ撮像（光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

原
HARA

 和彦
KAZUHIKO

 (H18/ 4/1 追加) 
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

光材料・ 
工学博士 ナノ微粒子蛍光体（光の放射班） 

海老澤
E B I S A W A  

嘉
YOSHI

伸
NOBU

 (H18/ 4/1 追加) 
創造科学技術研究部・ 
オプトロニクスサイエンス部門・教授

視覚情報・ 
工学博士 視覚情報工学（光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

西垣
NISHIGAKI 

正
 MASA

勝
KATSU

 (H19/ 4/1 追加) 
創造科学技術研究部・ 
インフォマティクス部門・准教授 

情報セキュリティ 
博士（工） 情報セキュリティ（光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

杉浦
SUGIURA

彰彦
 AKIHIKO

 (H20/ 4/1 追加) 
創造科学技術研究部・ 
ナノビジョンサイエンス部門・教授 

マルチメディア情報 
通信・博士（工） マルチメディア情報通信 （光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

カネフ
 K A N E V  

 カメン
 K A M E N  

 (H20/ 4/1 追加) 電子工学研究所・教授 画像情報処理 
Ph. D. 画像情報処理（光のﾋｭｰﾏﾝﾃｸﾉﾛｼﾞｰ班） 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １６ １７ １８ １９ ２０ 合  計 

交付金額(千円) 88,000 85,000 80,380 
81,000 

（ 8,100 ）

83,000 

（ 8,300 ） 

417,380 
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６．拠点形成の目的 

［目的、必要性］ 

  本プログラムは、高柳健次郎を起点とするテレビ

ジョン技術発祥の地、本学浜松キャンパスにおいて、

「画像工学」を「光子・電子のナノ領域制御」を用

いて革新し、新学術分野「ナノビジョンサイエンス」

の拠点創成を目指すものである。 

 「画像工学」は、これまでは光子・電子の統計集団

的な性質を利用するマクロな制御を基盤としてきた。

しかし、その延長線上には、さまざまな原理的限界が

横たわり、根源的な学術基盤の変革なくしては将来の

発展は見込めない。本プログラムでは、世界に先駆け

て個々の光子・電子のナノ領域制御を画像工学に導入

し、これにより、旧来の学問を一新させるナノ蛍光体

レーザ発光、１光子の無雑音固体素子検出、ナノ空間

のフォトン操作などよりなる新学術分野「ナノビジョ

ンサイエンス」を創出することを目的とする。 

これらは将来の完全３次元動画像、腕時計サイズプ

ロジェクター、極微弱光から太陽光までの極端明暗撮

像などの革新的技術に基づく新産業創出へとつなが

るだけでなく、極限的解像度による生体分子配列の直

視なども可能とし、全く新しい学問領域の開拓にも寄

与するものである。 

［重要性・発展性］ 

本拠点は、新学術分野「ナノビジョンサイエンス」

の拠点創成を目指しており、同時に将来間違いなく巨

大産業に成長する「感性豊かな画像コミュニケーシ

ョン」の牽引役を担うものである。画像関連産業は、

これまで日本の得意分野のひとつであったが、昨今、

韓国、中国、米国などの激しい追い上げにあって劣勢

になりつつある。将来に向けて強固な国内拠点を作り、

基礎的学問と実用技術を有機的に結びつけて世界を

リードする研究を推進するとともにこの分野の指導

的研究者・技術者を輩出する必要がある。 

 技術的に国際的優位を得るには、従来技術の延長線

上のアプローチでは限界があり、世界に先駆けて、こ

れまでの画像工学の分野にナノサイエンスを取り込

み、根源的・原理的な革新を目指すことが必須である。 

特に、ピクセル（画素）にナノ構造を内包した極

限的高精細、および1光子の無雑音固体素子検出が可

能な極限的高感度を追求して画像工学の学問体系を

一新する。 

 

［プログラム終了後に期待される成果］ 

研究面においては、5年後には次の2点の成果が期

待される。 

(1) 本プログラムの中核をなす、「ナノ蛍光体レー

ザ発光」「１光子の無雑音検出」「ナノ空間のフォト

ン操作」において原理検証実験を成功させ、これによ

って量子力学的概念を取り入れた全く新しい画像の

科学（ナノビジョンサイエンス）の扉を開く。この新

しい学術分野は、ますます増大する画像コミュニケー

ションのニーズに裏打ちされて巨大な産業の創出へ

とつながる基盤となる。 

(2) 浜松の地がもつ「ベンチャー精神」と「産学の

絆」の伝統を一層深め、高感度撮像・高精細ディスプ

レイ等の分野でナノビジョンの産業応用を開始する。 

 教育面においては、ナノビジョンスーパー研究

者・技術者育成プログラム（国内学生向けのＣＯＥ

特別コース、および外国人留学生特別コース（国費留

学生の優先配置）、ポスドクＣＯＥ特別研究員制度、

プレＣＯＥ特別コースからなる）により、 

(1) 優秀な国際的研究者・技術者を定常的に輩出す

るとともに、ポスドクＣＯＥ特別研究員制度によるト

ップレベルの研究者の育成を軌道に乗せる。 

(2) 特に、両特別コース学生は、秀でた業績による

早期修了を定着させ、高効率に博士修了者を輩出する。

これらにより、積極果敢なフロンティア精神あふれる

研究者・技術者を育成し、新産業創出の牽引者の役割

を担わせる。 

［国内外の現状と動向、期待される成果と学術的また

は社会的意義・波及効果］ 

 本プログラムは、画像工学の基本原理に「1個単位

の光子・電子をナノ領域で制御する」ことに挑戦して、

画像工学を一新する学術基盤を構築するものである。

１光子、1電子を対象とする科学は、ナノ加工技術の

進展に伴って純粋物理学の領域から工学の領域まで

広がりつつある。我々は、これを世界に先駆けて画像

工学に適用し、「ナノビジョンサイエンス」と呼ぶ

新しい学術分野を創成するとともに国際的研究者・技

術者を輩出するものである。これによって、極限的

高解像度と高感度を達成する。この技術は「完全3次

元動画像」、「1光子の固体素子検出」、「生体分子

のナノ分解能での直視」などにつながり、新しい画像

産業のみならずメディカル応用や基礎物理などあら

ゆる分野に波及することが期待される。
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７．研究実施計画 

[研究拠点形成実施計画] 

 本プログラムは、画像技術の根本原理である、(1) 

光の放射、 (2)光の検出、(3) 光の伝搬（平成１７

年度より光のヒューマンテクノロジー班に変更）に光

子・電子のナノ領域制御を導入し、撮像と表示の基本

原理の革新を図るものである。具体的には、以下の新

原理の実証を行う。 

(1) 光の放射 

ナノ微粒子蛍光体と共振器構造で、電子線で励起に

よりレーザ発振が起こることを実証する。これにより、

従来の蛍光体とはまったく異なる、高輝度・高指向・

高コヒーレント蛍光体が開発できる。これは、新分野

電子線励起蛍光体レーザの創出につながる。 

(2) 光の検出 

高感度撮像の常識とされてきた光電子増倍を使わ

ずに、単電子トランジスタの応用などで、極限の光電

変換である１光子１電子変換・無雑音１電子検出を行

う。これは、新分野極微弱光から太陽光までの極端明

暗撮像の創出につながる。 
(3) 光の伝搬 

 従来のレンズ光学系の概念を用いずに、誘電率分布

のナノ領域制御で、光を導き、また光を拡大するナノ

空間フォトン操作を実証する。これは、新分野ナノ空

間フォトニクスの創出につながる。 
これら研究課題を効率良く遂行するため、本事業推

進者を(1) 光の放射、 (2) 光の検出、(3) 光の伝搬

（平成１７年度より光のヒューマンテクノロジー班

に変更）、の3班に班分けする。また、平成１６年度

より電子工学研究所内にナノビジョン研究推進セン

ターを設置し、研究を推進する。 

本プログラムの推進をさらに加速するため、本事業

推進者は、国費留学生（特別コース、大学推薦）の優

先的配分を受ける。また、選抜され経済的に優遇され

た博士課程学生からなるＣＯＥプログラム特別コー

スを設置し、優秀な博士課程学生の確保をはかる。Ｃ

ＯＥプログラム特別コースの修了者はポスドクとし

て優先的に雇用する。 

現在、実施・計画されている多くの国際共同研究を

一層推進するとともに電子工学研究所の客員教授ポ

スト等を利用して外国人研究者を招聘することによ

り国際交流を一層活発に行う。 

 

[年度別の具体的な研究拠点形成実施計画] 

研究を迅速にかつ効率良く推進するため、新学術分

野創成の目標に向かい、各班で年度目標を明確に設定

し、各研究要素を年度毎にステップアップしていく。

研究の年度計画と将来展望は以下の通りである。 

平成１６年度：新原理検証のための素子設計 

・ナノ微粒子蛍光体の設計・製作 (光の放射) 

・１光子・１電子検出用連結ドット単電子トランジス

タの設計（光の検出） 

・誘電体ナノ集光・拡大・光ガイドの基本設計 

（光の伝搬） 

平成１７年度：個々の素子の動作確認 

・ナノ微粒子蛍光体の電子線による発光の確認 

(光の放射) 

・連結ドット単電子トランジスタによる１電子転送の

確認（光の検出） 

・誘電体ナノ光ガイドの基本動作の確認（光の伝搬） 

平成１８年度：個々の素子の高機能化 

・共振器付きナノ微粒子蛍光体の製作（光の放射） 

・無雑音信号検出のバルクデバイスによる実証 

（光の検出） 

・誘電体ナノ集光の基本動作の確認（光の伝搬） 

平成１９年度：個々の素子の高機能化 

・共振器付きナノ微粒子蛍光体の電子線による発光 

の確認（光の放射） 

・連結ドット単電子トランジスタによる１光子１電子

検出１電子転送の確認（光の検出） 

・誘電体ナノ光拡大の基本動作の確認（光の伝搬） 

平成２０年度：新原理の実験的検証 

・共振器付きナノ微粒子蛍光体の電子線によるレーザ

発振の検証（光の放射） 

・１光子１電子変換・無雑音１電子検出の検証（光の

検出） 

・誘電率分布のナノ領域制御で光を導き、光を拡大す

るナノ空間フォトン操作の検証（光の伝搬） 

平成２１年度以降は、ドット間相互作用による波

長可変蛍光体発光、およびマルチスペクトラム撮像な

どの新原理の検証を行うと共に、これら原理を、完全

３次元動画像、腕時計サイズプロジェクター、極限的

解像度による生体分子の直視、極微弱光から太陽光ま

での極端明暗撮像等の革新的技術へ展開し、新産業創

出を図っていく。



 
 

様式２ 
【公表用】 

 静岡大学（K16）―4頁 

       

８．教育実施計画 

 本拠点が目指す、学術分野「ナノビジョンサイエ

ンス」の創成においては、多くの人材を輩出して、産

業と学問の牽引役を担わせることが重要であり、特に

積極果敢に新しい領域の取り込みに挑戦していくフロ

ンティア精神にあふれた人材の養成が重要である。そ

のため、ナノビジョンスーパー研究者・技術者育成プ

ログラムと銘打って、主に以下の５つの施策に重点を

置いて教育に取り組む。 

(1) ＣＯＥ特別コースの設置と入学者増への施策 

 優秀で、チャレンジ精神旺盛な国内学生を対象に、Ｃ

ＯＥ特別コースを設置する。このコースは、本拠点の

事業推進担当者が指導教員となり、毎年約5名の学生を

本拠点に入学させる。一人当たり年額約300万円の補助

を行う。また、本学修士課程学生で、博士課程進学希

望者の中から成績優秀者約5名を対象にプレＣＯＥ学

生と認定し、本学工学部系同窓会基金である「工学振

興基金」やその他の同窓会資金を重点的に活用して経

済的に支援する。 

 最近、画像技術関連企業では高度な専門性をもつ博

士課程修了者に対するニーズがますます増大する傾向

にある。ＣＯＥ特別コースの設置により、ますます博

士課程人材の育成を充実させる。 

(2) 外国人留学生特別コースの設置と国際的教育の

促進 

 本拠点は、平成１６年度より、国費留学生3名の優先

配置と私費留学生3名による完全英語教育を特徴とす

る「外国人留学生特別コース」が認可されている。16

年度に特別コースが新規に認可された大学は全国で本

学が唯一であり、下記の協定校との国際会議の実績が

評価されたものである。本拠点は、この特別コースを

日本人学生に対する活性剤としても利用し、「留学生

を含む授業」の完全英語化により国際性を培う。 

(3) 国際シンポジウムの開催と利用 

 本学では、これまでも国内外からトップクラスの研

究者を招いて高柳健次郎記念国際シンポジウム（電子

工学研究所主催）を開催してきた。今後、これと随時

ジョイントして、ＣＯＥ国際シンポジウムを開催する。

同時に、協定大学との交流を深めるために、  

 1）Int. Conf. on Global Research and Education 

“Inter-Academia” 

（申請時点でのヨーロッパ協定校：コメニウス大

学(スロバキア）、ブダペスト工科経済大学（ハ

ンガリー）、ワルシャワ工科大学（ポーランド）、

ブッパータール大学（ドイツ）） 

 2）Joint Int. Conf. on Advanced Science & Technol. 

“JICAST”（中国協定校：浙江大学）、 

を毎年開催しており、これについても今後継続・発展

させる。これらの協定校は、いずれも研究教育の点で

屈指の大学であり、質の高い会議となっている。本拠

点では、これらの国際会議を通して、本学学生と若手

研究者に研究発表と国際交流の場を提供するととも

に、優秀な留学生の面接の場、国際共同研究発掘の機

会としても利用する。このため、シンポジウム開催経

費と国内外の世界一流の研究者を招聘するための旅費

を用意する。 

 学生や若手研究者の国際交流は、本プログラムの教

育面で最も重視する点である。外国での研究発表の機

会を財政的に支援する。 

(4) ダブルディグリー制度の導入 

 中欧の協定大学のひとつであるワルシャワ工科大学

と本学電子科学研究科において、ダブルディグリーの

協定に合意した。この制度は、両大学の教員同士の緊

密な共同指導計画の下、留学生に対して両大学から同

時に学位を授与するものであり、博士課程学生の交流

を本格化させるとともに両大学間の共同研究を活発化

させることを目的としている。博士課程としては全国

で初めての試みであり、１８年度より、ワルシャワ工

科大学から１～２名の学生が本ＣＯＥ事業推進担当者

のもとに派遣される見込みである。国際交流を強固に

するための施策として、本拠点の博士課程を対象とし

たダブルディグリー制度を今後、他の協定大学に広げ

て大学間共同研究の幅を広げていく予定である。 

(5) 若手の自立を促す施策 

・若手の研究成果発表の場として毎週月曜日の朝に実

施する Monday Morning Lectureを一層活用して、若手

の討論能力、研究企画力などを高めていく。 

・国際会議セッション企画：本ＣＯＥ主催の国際会議

において、若手のセッションを設け、自主性と国際性

を培わせる。 

・若手研究者の研究企画・立案能力を培うため、当初

から設定していた「若手研究者活動経費」を増額し、

審査の上、研究経費を助成している。この研究費につ

いては中間報告、最終報告を義務づけており、研究計

画とその遂行に自ら責任をもつ姿勢を促す。
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的達
成度 

 本学浜松キャンパスの伝統の下に、画像工学と光と

電子のナノテクノロジーを融合させた「ナノビジョン

サイエンス」という新学術分野を提案し、研究と教育

に邁進してきた。その結果、「ナノビジョン」という

新概念が研究者・学生に共有化され、国際化に向けた

取り組みも活発に行ってきた結果、中間評価でも高い

評価を受けるとともに、教育面および研究面の成果は

下記のように総合的に見て満足のいくものと考えられ

る。よって「目的は十分達成した」と判定できる。 
 研究面では当初の目標どおり、「ナノビジョンサイ

エンス」の学術的基礎を築くことができた。その主な

構成要素は、共振器付蛍光体、微小球の光学基礎、無

雑音撮像回路、高エネルギー線による元素識別撮像、

単電子転送とフォトン検出、忠実色再現技術などであ

る。さらに、いくつかの中間成果は、産学連携を通し

て社会に還元されつつある。（撮像回路技術について

ベンチャー企業1社設立の他、高エネルギー線透視画

像などと合わせて産学共同研究多数実施中。）また、5

年間の査読付き学術論文発表件数は約400件（事業推進

担当者あたり約25件）となり、国際会議の招待講演は

86件に上っている。さらに、IEEE ISSCC Beatrice 

Winner Award (2005)、IEEE Fellow Award(2009)など

の国際的レベルの受賞のほか、文部科学大臣賞受賞2

件、応用物理学会フェロー表彰等がある。 
 また、博士課程修了生43名を学界・産業界に輩出し

てきた。これら教育研究に対する評価は高く約40%の学

生が受賞していることに相当している。さらに、教科

書「ナノビジョンサイエンス」を出版 (H21年3月) す
ることにより教育の体系化を進めた。 
 国際拠点の創成に向けて欧米アジア約20カ国に及ぶ

国際交流（共同研究、招聘、学生交流）を進めてきた。

とりわけ中東欧協定校７大学との交流は特色のあるも

のであり、毎年開催している国際会議 Inter Academia 
を基盤とし、招聘による特別講義、日欧間でのインタ

ーネット講義の試行などを行っている他、欧州3大学と

の間で博士課程に特化したダブルディグリープログ

ラム (DDP)を実施しており、日本でほとんど例のない

博士課程DDP学生を輩出した。 
 

 また、本拠点を構成する創造科学技術大学院および

電子工学研究所は、いずれも外部評価を実施した。 

創造大学院の外部評価結果について 

 平成２０年度に実施した創造科学技術大学院の外部

評価（佐藤勝昭委員（東京農工大元副学長）他）にお

いて、ナノビジョン工学専攻の教員が主体的に行った

21世紀ＣＯＥプログラムの研究成果は高く評価されて

いる。また、中東欧協定大学とのDDP制度の取り組みに

関して、極めて高い評価を得ている。 
電子工学研究所の外部評価結果について  
 電子工学研究所については、平成２０年に平木昭夫

委員長（阪大名誉教授）、矢野雅文委員（東北大通研

所長）、谷岡健吉委員（NHK放送技研前所長）他からな

る外部委員会により評価を受け、研究活動について全

員から最高評価を得た。 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

若手研究者育成プログラムに基づいて、ポスドク研

究員、博士課程及び修士課程学生からそれぞれ「特別

研究員」、「奨励研究員」及び「プレＣＯＥ研究員」

を雇用し、経済的支援を行うことによって平成16年度

より5年間にわたり博士課程修了生43名の育成を行っ

てきた。また、ＣＯＥ採択時の留意事項に基づいてこ

れらの研究員には「若手研究者活動経費」を助成し、

研究者独自の自由な発想に基づく研究環境の場を設け

るとともに、中間報告会、最終報告会での研究成果の

発表を義務付け、自ら研究を企画し推進する、先見性

と独自性の育成を行ってきた。さらに、本ＣＯＥ主催

の国際シンポジウムにおいて、若手研究者のみの企画

に基づく若手セッションを設け、自主性と国際性を培

わせた。 

また、若手の研究成果発表の場として毎週月曜日に

定期的に実施しているMonday Morning Forumを活用し

て、若手の討論能力、研究企画力等を高めるなどの取

り組みを行ってきており、すでに140回を超える実績が

ある。これら教育研究の成果として、学生の受賞は17

件にのぼり、約40%の学生が受賞していることに相当し

ている。このように、本ＣＯＥの若手研究者の成果は

学協会から高く評価されており、教育研究拠点形成に

も大きく寄与している。プログラム修了後の就職後に

おいて学界や産業界の期待に十分に応えられる人材の

輩出に努めてきた。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的知見等 

本プログラムでは、世界に先駆けて個々の光子・電

子のナノ領域制御を画像工学に導入することにより、

旧来の学問を一新させる新学術分野「ナノビジョンサ
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イエンス」の創成を目指した研究を推進してきた。こ

の学術的基盤となる具体的な学術的成果としては、①

超高精細ディスプレイ用ナノ電子源の開発と高い電流

放出を維持したまま高集束動作を実現、②超高感度撮

像素子として153dBの高ダイナミックレンジを実現し

たCMOSイメージセンサを開発、③ナノ空間のフォトン

操作の成果として二光子吸収を用いた三次元高密度画

像メモリを開発などの世界水準の成果が挙げられる。

また、光と電子のナノサイエンス分野については、プ

ラズマ技術を用いたナノ電子源の作製、微小球共振器

による光の伝搬制御、１光子１電子変換単電子デバイ

ス、量子構造を用いた遠赤外受発光素子などの国際レ

ベルの成果がある。さらに人間の瞳孔検出による画像

インターフェース、画像を用いた新しい個人認証シス

テムなど画像と人との関わりに関する研究も併行して

行ってきた。Ｘ線やテラヘルツ波を用いた非接触イメ

ージング技術についても、安全安心社会の実現に不可

欠な先端技術として研究を進めてきた。 

このように多くの研究成果を挙げるとともに、研究

成果の一部をまとめた教科書「ナノビジョンサイエン

ス」を出版するなど、新学問領域の基盤を築いてきた。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

本ＣＯＥプログラムでは研究課題を効率よく遂行

するために、３班体制を敷いて、研究を推進してきた。

さらに、拠点リーダーが全メンバーと討論を行い、個々

の研究とＣＯＥ全体計画との関連付けを強化してきた。

また、Monday Morning Forumでの議論を通して、事業

推進担当者間の相互理解を深め、事業推進担当者同士

の共同研究を進めると同時に、相互の研究内容を詳し

く知って議論を深め、全体の方向性を共有化する努力

を払ってきた。例えば、ナノピクセルへの道を拓くGaN

ナノピラー蛍光体の作製（三村、石田）、共振器付き

蛍光体（冨田、三村）、CNTからの電子放出（永津、田

部）、X線イメージセンサー（青木、三村）など多くの

テーマについて事業推進担当者間の連携により、新た

な学際領域への挑戦や、より質の高い研究を推進する

ことができた。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 本ＣＯＥ主催の国際シンポジウムは計5回開催した。

毎回、招待講演には国際的に著名な研究者を招き、併

せて本拠点の事業推進担当者から最新の成果を発表し

た。また、若手研究者の育成を目的としYoung 

Researchers Presentationとして口頭発表及びポスタ

ー発表において、ポスドク、博士課程学生を含む発表

を行ってきた。 

 また、国際拠点の創成に向け、欧米アジア約20カ国

に及ぶ国際交流（共同研究、招聘、学生交流）を進め

てきた。とりわけ中東欧協定校７大学との間で毎年開

催している国際会議Inter-Academiaを基盤とし、

Inter-Academia Community 3大学との間で博士課程

に特化したダブルディグリープログラム (DDP)を実施

しており、本年度日本でほとんど例のない博士課程DDP

学生を輩出することができた。さらに新たな取り組み

として、本年度日欧間(対ルーマニア アレクサンド

ル・イオアン・クザ大学）でのインターネット講義の

試行を成功させた。 

 このようなＣＯＥを基礎とした多岐にわたる国際的

活動は本学の国際化を牽引している。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

ナノビジョンサイエンスのコンセプトを普及させ

るとともに、主に企業で研究開発に携わる研究・開発

技術者とともに、共同研究や人的交流の促進のための

活動として「ナノビジョン研究会」を平成１９年に立

ち上げこれまでに4回開催した。この「ナノビジョン

研究会」には企業で研究開発に携わる多くの参加者が

あり、若手研究者の発表の場のみならず、産学官のコ

ミュニケーションの場として定着した。 
さらに、研究成果の社会還元を目的とし「ＣＯＥニ

ュースレター」を年３回発行のペースで発刊し、今年

度で１２号を数えるまでになった。最先端の研究成果

を図式・写真などを多用し分かりやすく解説しており、

ナノビジョン研究会会員、静岡大学工学系同窓会会員

への配布他、広く一般への広報媒体としても活用して

いる。 
初年度より立ち上げたホームページを充実させ、本

ＣＯＥプログラムの研究・教育内容の紹介のみならず、

本ＣＯＥ主催のナノビジョン研究会、国際シンポジウ

ム、また毎週開催しているMonday Morning Forum等の

情報を積極的かつタイムリーに発信し、ナノビジョン

サイエンスが社会に幅広く理解してもらえるよう努め

ている。 
 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のた
め効果的に使用されたか） 

ＣＯＥ経費は、特別研究員（ポスドク）および奨励
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研究員（博士課程学生）の雇用、若手研究員の自発的

研究経費、国際シンポジウムの開催さらにはナノビジ

ョン研究会の開催など、概ね当初の計画通りに使用し

てきた。その大まかな内訳は、総額の約６割がＣＯＥ

研究員の雇用経費であり、拠点形成にとって基盤的役

割を果たしてきた。 

 また、研究用外部資金については、個々の事業推進

担当者の努力により、各自の研究経費を賄うに十分な

額となっている。研究用設備・消耗品は大部分、この

外部資金により購入している。 

 

②今後の展望 

 本拠点は、21世紀ＣＯＥプログラムを通して、極限

的高精細、極限的高感度、をキーワードとする画像技

術の革新を追究してきた。この研究成果を踏まえて、

画像技術は、極限画像科学と呼ぶに相応しい新たな一

歩を踏み出そうとしている。それは、これまでの「人

間の眼」を対象とした画像工学から「科学の眼」への

パラダイムシフトである。生命科学、医療、環境、材

料など幅広い科学技術の領域において、極微小領域の

画像化や、極短時間に生じる事象の画像化はますます

その必要性が高まっている。例えば、生命原理の理解

のために細胞内部の酵素の動き、細胞壁の働きなど時

間的・空間的極限画像化に対する必要性は急激に増大

している。そこで、このようなニーズに対応するには

極限画像科学としての共通的学術基盤を構築するとと

もに、それに精通した若手人材を体系的教育により養

成し各領域に輩出する必要がある。 
 すなわち、今後の展望としては、科学技術の発展に

資することを目指して、従来の画像技術では立ち入る

ことのできなかった極限的微小時間・空間分解能での

物質・事象の画像化、未開拓の波長域による原子・分

子の識別透視画像化などの新しい学術的基盤「極限画

像科学ナノビジョンサイエンス」を構築するフェーズ

が到来すると考え、21世紀ＣＯＥでの実績を基盤とし

つつ、新たな拠点化を図っていく。 
 
③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与
えた影響度） 

［学内へのインパクト］静岡大学は、学長を中心とし

た教育、研究、社会連携、国際戦略、男女共同参画等

の事業執行のマネジメント体制を構築し、特に「ナノ

ビジョンサイエンスを核とした光・電子分野」におい

ては、国際的な教育研究拠点の形成を図ることとして

いる。これまで、平成１７年度より博士課程「電子科

学研究科」に「ナノビジョン工学専攻」を新設、さら

に、平成１８年度より博士課程の新大学院「創造科学

技術大学院」が設置され、本21世紀ＣＯＥプログラム

と一体の大学改革として「ナノビジョン工学専攻」が

新大学院でも引き継がれ、理念と実績の両面で全学を

牽引してきた。 
 また、将来拠点を担う人材の発掘・育成のため、学

長のリーダーシップにより科学技術振興調整費の「若

手研究者の自立的研究環境整備促進」により、テニュ

アトラック制度を導入した。平成20年度に光・電子分

野6 名の若手研究者を採用し、拠点の強化に着手して

いる。研究活動については、平成21年度より電子工学

研究所に特別教育研究経費により「異分野技術の融合

による革新的画像工学創成事業」をスタートさせるな

ど、更に充実を図っている。 

［学外へのインパクト］「ナノビジョンサイエンス」

という言葉とコンセプトは、産業界や他の研究機関な

どにも浸透しつつある。教科書の出版（H20年度）に

よって学問教育体系としての礎を築くとともに、国際

博覧会関連展示会、イノベーションジャパン2005（大

学見本市）、ナノテクビジネスワークショップ2008な

どで幅広く広報活動してきた。文科省メールマガジン

Japan Nanonet Bulletin 第100号に掲載されるなど注

目を集めている。 

 ディスプレイ分野の最大の国際会議であるIDW(Int. 

Display Workshops)に本ＣＯＥの多くのメンバーが関

わっており、拠点リーダーの三村、原、下平らが毎年

主要な運営に携わっている（2006年General Chair（下

平）、 2005-2004年Program Chair（三村、下平） な

ど）。また、5年間でAppl. Phys. Lett.、Science、 Phys. 

Rev. Lett.を含む約400編の学術論文を発表するとと

もに、国際会議の基調・招待講演86件を受けた。LSI

のオリンピックに相当するISSCC (Int. Solid-State 

Circuits Conf.)でもイメージセンサに関して数多く

採択されるなど、本拠点の成果が国際的に認められて

いる。また、共同研究は毎年50～60件、うち国際共同

研究も毎年10件程度にのぼり、国際拠点としての実績

を有している。さらに、ナノビジョン研究会を通じた、

主に民間企業との共同研究によって実用的な面での成

果の切り出しを進め、例えば放射線ラインセンサ（青

木、浜松ホトニクスと連携）などは既に市販に至って

いる。また、イメージセンサ開発のベンチャー企業1

社を設立した（川人）。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

平成１６年度 
 共催 Inter Academia 2004 Budapest, Hungary 2004年9月6-9日 
 （参加人数 82 （内外国人45）） 

 共催 The Joint International Conference on Advanced Science and Technology (JICAST) 2004 
    淅江大学 2004年12月24-25日 
 （参加人数 150 （内外国人100）） 

 主催 第1回COE国際シンポジウム 静岡大学佐鳴会館 2005年2月14-15日 
（参加人数 90 （内外国人27）） 

 招待講演者 Byung-Gook Park Seoul National University 
   Mark Davidson The University of Florida 
   W. I. Milne Cambridge University 

平成１７年度 
 共催 Inter Academia 2005 Wuppertal, Germany 2005年9月19-22日 
 （参加人数 72 （内外国人35）） 

 主催 第2回COE国際シンポジウム 静岡大学佐鳴会館 2005年10月25-26日  
 （参加人数 120  （内外国人25））  

 招待講演者 Eric R. Fossum Siimpel Corp., USA 
   Beata Kardynal Toshiba Research Europa, UK 
   Edoardo Charbon Swiss Federal Institute of Technology, Switzerland 

平成１８年度 
 主催 第3回COE国際シンポジウム & JICAST 2007   静岡大学佐鳴会館 2007年1月23-24日 

(参加人数 128 （内外国人43）) 
 招待講演者 Xu Zhude  淅江大学, China 
   Jurgen Engemann Wuppertal University 
   Miklos Zrinyi Budapest University 

 共催 Inter Academia 2006 Isai, Romania 2006年9月25-28日 
 （参加人数127 （内外国人 70）） 

平成１９年度 
 主催 第4回COE国際シンポジウム 佐鳴会館 2007年10月29-30日  
  （参加人数 163 （内外国人33）） 
  招待講演者 Se-Young Jeong Pusan National University 
    Bedabrata Pain California Institute of Technology, USA 
    Xi-Cheng Zhang Rensselaer Polytechnic Institute, USA 

 主催 Inter Academia 2007 浜松頭脳公園 2007年9月26-30日 
  （参加人数 195 （内外国人70）） 

 共催 The 3rd Korean Japanese Student Workshop 浜松Campus 2008年10月29-30日 
  （参加人数 67 （内外国人37）） 
  招待講演者 Joonkyung Jang Pusan National University 

平成２０年度 
 主催 第5回COE国際シンポジウム 佐鳴会館 2008年11月17-18日 
  （参加人数 139 （内外国人31）） 
  招待講演者 Peter Seitz Univ. of Neuchatel & Swiss Ctr. for Micri-Electronics 
    Hiroshi Mizuta The University of Southampton 
    Erik Bründermann Ruhr-Universität Bochum, Germany 

 共催 Inter Academia 2008 Pecs, Hungary 2008年9月15-18日 

  （参加人数 95 （内外国人47）） 

 共催 The 4th Korean Japanese Chinese Student Workshop Pusan University, Mriyan Campus  

         2008年10月29-30日 

  （参加人数 103 （内外国人73）） 
  招待講演者 Dong Yun Lee Pusan National University 
    Romano Rupp Nankai University 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

[1] 3階層型の若手研究者支援体制：ポスドク研究者（COE特別研究員）、博士課程学生（COE奨励

研究員）および修士課程学生（プレCOE研究員、学内経費により支援）の3階層からなる経済的支援

制度により、平成16年度からそれぞれ16、26および22名を財政的に支援した。 

[2] 若手研究者支援経費：若手研究者の自発的な研究能力を培うことを目的として、平成16年度から

のべ43名を支援した。公募制により、若手研究者自らが応募し、書類審査、ヒアリング審査を経て採

択課題を選定した。また、支援を受けた若手研究者による成果の中間発表を実施した。研究のプロセ

スを一通り丁寧に体験させることにより修得された研究の企画・マネジメント能力の向上させる上で

有効であった。 

[3] Monday Morning Forum ：ナノビジョンサイエンス関連の広範囲な研究領域の大学院学生、教員が

一同に会し、順番制によるプレゼンテーションと密度の高いディスカッションを行うMonday 
Morning Forumを、毎週実施し、平成17年度に開始以降、計 146回開催した。教員、学生、留学生を

問わず毎週活発なディスカッションが繰り広げられ、若手研究者の発表・討論能力の向上に極めて有

効に働いた。 

[4] COE国際シンポジウム/Inter Academia 若手セッション開催：毎年開催したCOE国際シンポジウ

ムにおいて、事業推進担当者の研究成果発表と共に、若手が自主的に運営する若手セッションを設け、

ポスドク、博士課程学生を中心とした毎回30件近い発表が行われた。また、中欧の協定校等と毎年開

催している国際会議Inter Academiaにおいても、その一部に若手によるワークショップ(Inter 
Academia for Young Researchers: IAY)や若手セッションを設けた。これらは、英語によるショート

口頭とポスター発表を組み合わせにより行われ、発表能力の向上に効果があった。 

[5] Korea-Japan Student Workshop：学生の国際交流及び研究発表の場として釜山大学とのワークシ

ョップ(Korea-Japan Student Workshop)を開催した。19年度は、本学にて開催し、韓国から教員、

学生37名が参加した。20年度は、南開大学（中国天津）を加え３校とし、釜山大学にて開催、本学よ

り７名の学生を送った。 

[6] ナノビジョン研究会での学生プレゼンテーション：本研究会において、学生が企業人に向けて研

究紹介を行い、産業界の研究者と直接意見交換することにより、産業化マインドの育成、産業応用力

の養成に効果を上げた。4回開催した。 

[7] 先端研究セミナー/企業マインドセミナー：平成17年度より、それぞれ46回及び6回開催し、外部

の研究者による比較的長時間の講演を聴講することで、先端研究動向、企業化のマインドを肌で知る

極めて貴重な学習機会となった。 

[8] ダブルディグリー特別プログラム：協定大学の一つであるワルシャワ工科大学との間で推進して

きたダブルディグリー特別プログラム（ＤＤＰ）は，両大学の教員同士の緊密な共同指導の下，留学

生に対して両大学から学位を授与するものであり，博士課程学生の交流を本格化させるとともに，両

大学間の共同研究を活発化させることを目的としている。これまでワルシャワ工科大学から２名

の学生が本ＣＯＥ事業推進担当者の下に派遣された。19年度は，ルーマニアのアレクサンド

ル・イワン・クザ大学との間で新たに覚書を締結し，1名のＤＤＰ留学生を、さらに，ベラルーシのゴ

メルステート大学ともＤＤＰ覚書を締結し，1名のＤＤＰ留学生の受け入れを行った。 

[9] その他の取り組み：新学術の体系化を目指した教科書「ナノビジョンサイエンス」を出版 (平成

21年2月)、修士課程との教育の連続性を築くための修士連携英語講義「Introduction to Nanovision 
Science」の開講、教育の国際化に向けた海外大学とのリアルタイムのインターネット講義の試行、学

生の先見性と自立性養成の強化のためのStudent Lecture、オープンセミナーなどを実施した。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 

設定された目的は十分達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、光研究の伝統を活かしつつ、大学院改組を伴う改革、教

員の柔軟な採用、海外拠点との積極的な交流、多くの研究成果など、高く評価できる。 
人材育成面については、若手研究者活動経費やMonday Morning Forumは、若手研究者

の自立心を助ける良い仕組みであると評価でき、相応の成果をあげていると思われる。ま

た、整った経済的支援を行っており、学位授与状況からも、人材育成について活発な活動

が展開されたと評価できる。さらに、「ナノビジョン工学専攻」が新設されて、将来にわ

たっても本分野の教育と研究推進の組織的な基盤が構成されている。 
研究活動面については、画像技術の根本原理である、（1）光の放射、（2）光の検出、

（3）光のヒューマンテクノロジーに関して、撮像と表示に関する基本原理の革新を図るこ

とを目標として、超高精細ディスプレイ用ナノ電子源の開発や高ダイナミックレンジ超高

感度撮像素子などの世界的レベル、あるいはそれに準ずるレベルの成果を多くあげており、

高く評価できる。しかしながら、中心課題の一つと考えられるナノ蛍光体レーザー発光の

有効性や、ヒューマンテクノロジーの展開などについては、今後の開拓に期待したい。 
補助事業終了後の持続的展開については、本事業の研究母体を大学の研究中枢の一つと

するなど、より強化されたナノビジョン拠点推進が図られており、評価できる。 
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